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⇒それでは放射性セシウムはどのように広がったのでしょうか？ 
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l科学と社会が出会う場所サイエンスカフェにようこそは』p．Zは
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「リスクコミュニケーションの課題」について

発表の機会を頂き、ありがとうございます。
－本日のお藷の観要一1

⑦「リスク」の受け取り方が違っている

②「安全」と「安心」の基本は信頗関係

③「リスクコミュニケーション」今とても大事

㊨リスクコミュニケーションをめざす渡菓

⑤生薇が主役の放射線教育との関連

⑥「愚考の練り上げ」を通して

リスクコミュニケーション

●事業者や行政が説明し、説得して合意

を押しつけるというものではない。

●とにかく説明する側が科学腑事実に基
づき、透明性を確保にしながら、情報開

示して理解薇等を目指す。聞く方は、き
ちんと聞き、本書で意見を言う。それで

相手の言い分を真筆に受け止めて理解

し合うことです一小山富士雄氏－
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rコ竜ユニケーシヨン能力」とは 　　　　　　　iVt＝7くプ 
〇 コ竜ユニケ－シコン鴨力の6つのスキル 

①自分の考えを相手に伝える能力 

②相手の考えを受け取る能力 

③自分の感情を相手に伝える能力 

④相手の感情を受け取る能力 

⑤第三者的視点に立って見る能力 
「リスクコbニケーション詭一環境リスク管理のための人材養成プログラム」序章p．12 

r安全」とは 
「生命や身体にかかわるよ 

うな危険t危害がない状態」 

①安全に保たれる水垂がある 

②ある程度定量的に謎血できる 

2

rリスク（危除目とは 　　　　　　　　暮Y■〉‘b■‾ 

「被害の重大性」×「生起確率」 

／ 

－NationalResearchCounciIによる定義－ 

●　　　三・㌔肇脚≡乳母一障害を与える 八ザード＝可能性が義思行為妙齢腰快感象 

「リスクとつきあう危険な時代のコミュニケーションjp．41くゆうひかく選書〉 

r安心」とは－ 】 「不安がなく心安らかに生活で 

きる状三　が保たれている状態」 

①個人の価値観によって変わる 

②評価が凰盟である 

③無限のコストがかかりかねない 



r安全」でもr安心Jできない 
○憶渇」を構築するためにq呂書0 

②「心理学的分野のこ要因モデル」による 
信頼構築 

熊力の認知大〔誠実さの託知・謝 　　相反する見解の主張 　　◇ 
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r安全」でもr安心Jできない 
O「借換」を構築するためにd00 

①r伝統的モデル」による信頼構築 

」匠頭■＿ 

高い専門知苛　　公平さ　　誠実・卦戴き 

『僧籍される人』とは、自分が備えていないr古い専門卸考や能力」 
を持ち、「公正」で、「讃美・静勉Jな人で今まではよかった。 

しかし、優卓が多機化しているので、これだけでは信超されない∧ 

r安全」とr安心」の築け構
③「主要価値類似性（SVS）モ寅動
による信頼構築（SalientValueSimilaHtyModeL）

ある問題について、何が重要で、結

果や手続きがどうあるべきかという、
その人の見解・価億観

ある問題に関して、自分と相手とが
主要な薗倭が共有しているかどうか
ということについての認知

主要価値精緻性の認知

r安全」がそのままr安心」に 
O「市民・保護者から信頼を得るため萬 
リスク・コ竜ユニケーシヨンの暮暮　古い専門能力 

」置堅」一・㊥ 

育「安全≡≡≡芸≡ 

整翌撃壇寅野 



人と組織の心理から蔑み解く

隼スグ・・
コミニ二二ケナシ三二′

対話で進めるリスクマネジメント

第3辛　リスク・コミュニケーションの原則

ふリスク・コミュニケーションと準葉者の

アカウンタビリティ

eリスク・コミュニケーションの7原則

（1）市民・消費者を巻き込む

（2）　ステークホルダーの声に耳を傾ける
一一一一＋▲正しいこと－　だけで理解は生まれない　　　　　88

（3）　正直に　率直に－－安全”と“安し、【の視点から　　　40

（4）　わかりやすい言葉で　習いやりを持って話す　　　　　　46

（5〉　準備をし　結果を評価する　　　　　　　　　　　　　　　54

（6）信頼できる他の組，敵と協働する　　　　　　　　　　　　　58

（7）　マスコミのニーズに応える　　　　　　　　　　　　　　－　58

rリスクコ毒ユニケーシヨン」の方法 

リスク・コ竜ユニケーシヨンのア徽貴　店〔証ij �F 

●①市民・消費者を案のパートナーとして受け入れ 

巻き込む。→爛8年EPA（米国オ境保護庁）捷示・㈱0（世界保健覆せ）採用 

●②一市民・消費者に耳を傾ける。 

●⑧正直に、率直に、隠し立てしない。 

●④わかりやすい言葉で患いやりをもって話す。 

●⑥準備を周到に行い、措黒を評価する。 

●⑥信頼できる他の組織と協働する。 
ー縦割りは、百害あって一利なし－ 

●⑦マスコミのニーズに応え、味方につける。 

rリスクコ毒ユニケーシヨン」とは

「リスク評価やリスク管理の過離

、その専門家、政治決定者、消費
者、事業者、研究者、その他の関
係者の間で、リスクに関しする情報
・意見を交換し、問題や行為に関す

る理解を深め、お互いの

「リスクコミュニケーション論一環境リスク管理のための人材養成プログラムJp．12

4

rリスクコ竜ユニケーシヨン」とは 

「市民や消費者（保護者）に感奮 

が及ぶ可能性のあるリスクを 

洗い出したうえで、リスクについ 
ての情報を共有し、共に対応を 

考え、コミュニケーションを続 ける過軌◆I照潮間 

「人と組織の心理から読み解くリスクコbニケーシヨン⊥対話で進めるリスクマネジメント」p．32 

リスつ

ウ」＝ノヨ二ノ詣

カJ　口

6リスクコミュニケーションの糊優か

蓑11リスクコミュニケーションの七つの郎訳行政・企絢椚

日工tL宇皇リスクコミュニケーンヨン三迂照会潮紙手錠素

性帯茄汁㍍コミュニケー／ヨ／手法カイドさより

コ早耳三　恋
1人々の声に写経7ること　　　　　　　　　　1

4正直に軍膏に．！艶、れた竿要で行うこと　　　　　　　　1

＿＿∵∴一
重12リスクコミュニケーションの七つの原削市民団体等け）

1櫓芋の正孝を葦毒し芯王者ときわず話し合うこと

乙だ異たけでなく，プロセスに三乱，翫彗星反省して硝すること

3闘できる看たつま裏に努力穫手こ応じた蘭を媚すること

4g巧託にならす要吉を三薄にミえること

57弓手の三案を已ユするのみてなく　代りの案を迂案すること

6・二乙、らのここ七三藁を岩三にごくこと

7†この写真≡竺　三者　ごま工芸との雲尤Elも菅築くこと

rリスクコ竜ユニケーシヨンJ左l 
リスクコ毒ユニケーシヨン¢七つの徽網「面毒口　＝ 

●①市民団体や地域住民等を霊彗庵離すトナーと 

して受け入れ、連携する。 

●②人々の声に耳を傾ける。 

●⑧正直に、率直に、開かれた旛度で行う。 

●④相手の気持ちを受け止め、明瞭に話す。 

●⑥コミュニケーション方法を債重に計画を立て、そ 

のプロセスの結果を評価する。 

●⑥他の信頼できる機関と調整し．協力する。 

●（診メディアの要望を理解し、応える。 l．l＝r一之′．＝ル＿一　　′∫　一壬＿て．′　＝1．・ 
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rリスクコ竜ユニケーシヨンJ方法② 
リスク・コ竜ユニケーシヨンの七つ01網廃園亘旺短五 

●①嶺字の宜等を理解し、対立者と患わず、毒し合う。→ 

●②結果だけでなく、プロセスに注目し、常に整理・反省 

して改善する。 

●⑧信頼で毒る情報の確保に努め、相手に応じた情報を 

発信する。 
●④感情的にならす．要点を冷静に伝える。 

●⑥相手の意見を批判するのみでなく．代わりの案を提 

裏する。 
●⑥鴨から¢批鞘や轟義を謙虚に聞く。 

●⑦他の市民団体・学者・弁護士等との協力関係を築く。 

′　∴　十

『リスク・コ竜ユニケーシュンの71蠣』から

・戊嶺材研究を周到に行い、生徒の達成状況を評

価し、必要に応じてフィードバックする。

●＝⇒放射線に関する研修会への積極的な参力い

生徒の変容調査および学び直し

・櫨・生徒からの意見や批判を謙虚に聞き入れる。

●＝⇒生徒の感想や意見・要望の収集および活用

・寝生徒同士の考えを練り上げる場を設定する。

●⊂⇒Ono＄○暮f→Pair→Group→Toam→All

戯豊鍾浩多凪　ぎ　　座業主

席錐雷が磨釣のア
虜豊磨渡歩仇　多

廊玖／誓㍑磨銅のア
（達磨渡歩級　辛

勝急告二律のア
◎卓」鑑御着βさす◎

5

『リスク暮コ毒ユニケーシヨン¢ア徽農地略

・鯨生徒をパートナーとして受け入れ責実を伝える。

●⇒乗京電力福島第一原発事故の事実の検証

●悠生徒の声に耳を傾ける。

●＝⇒生徒が学びたい放射線内容を導入・展開

●ほ正香に、率直に、醸し立てしない。

●＝⇒原発事故による汚染状況の情報収集と伝達

・鳥わかりやすい言葉で患いやりを持って話す。

●⊂＝⇒学徒の発達段潜に応じた放射線内容構成

俄ノ
→舶煮えrIIさJ玖楯ア

働きノ
→よく慮謬フ点カJ

信いやさノ　　　　目線去

→虚のえ　どきん虐鵬J

チビ魯・裁蓼魯貞劉備き

●捌棚礪財力
余好めそんでこね劇さめ
ぎん肋さ一身打者
点綴拇てこ
どのよき応諾芝撤露雷
どのよき応酬府がア

・1－丁

目免蕪■萱・
●Po吉相ye仁生者ていで宇屠毯竃をめざ』冒



●そこぞJ助甜
繍IIg紘
ま虎．2摩触感柴腰労
勿欽署と捌附き。，
詳内戚影響葱〝仇好いg

仏β朋です

●①空間線量率を正確に測定する力
→環境モニタリングカ

●②放射線量の変化に気づく力　→

科学掛なデータ分析力
●③科学的根拠に基づく情報を選択

し、判断する力→科学的な判断力

●④互いに放射線被曝量を少なくす

る態度→リスクコミュニケーション
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●①　自ら放射線量（率）を

測定できる生徒

●②　自らデータを分析して

判断できる生徒

●③互いに助け合って

できる生徒

思考の練り �思考力・表現力ア 

Oneself→ 黒ペンで記入 �巨塾蔑豊＿＿堅 

Pair　→ 赤ペンで訂正 

Group→ 青ペンで訂正 

All→ ウイトホ◆－ド記入 



●①One曇elf→自分自身で考える

（鉛筆書き）　　　　　　冊・富丁

●②Pair→二人で考える（赤ペン）

●③Grou■→四人で考える（青ペン）
→（ホワイトボードに意見集約・掲示）

●④Team→チームで考える（反論）

●⑤All　→全員で考える（板書）

J▲1⊥ �董…郡壬I �人上げ方思考力小義現カア 

O　　lf ��「孟ふ韓。上げ neSe→ 黒ペンで記入 

Pair　　→ ��1 

赤ペンで訂正 ��震災蒔くリスク災書）助 

け合い符繭パターン 
Group→ 青ペンで訂正 

l 

日頃の授業で育成すべき 
All→ ワイトボード記入 ．ヨ三ユニケ州シヨン＝カ 

巨亮蜜豆＿‡ 
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●拗
舶膨漱　ささ僻
f男劇合わせ虐
辟善感宥
●仙名人体へ勿薪蓼
●臓托am TtaCわ血朗抒

患屍夢　　　　　　　　　‖お菜葱

8

平成23年度明健中学校区にお �、ける 
一体1連携による都市型小中一貫教育授業 

題材名『動物のからだのつくりとはたらき』 
一放射論の半減期及び 

撤射線による人体への影響と断割 ��■■■■ 

鵬．《・　　　　　　　　　　●● 　　　　　　　　　　　　●● ��● ●∩ 

巨＿完．．、野毎二翳 �李＿＿●（ �三戸■L t 」JjL 

止一一一一　二腰二＿ 2072．9．74勧m2ニ00～励在古館中重森 � 

‾　▲ 

夢一屠村 

圭■■1事のチ■①之01軸■

韓等とし　　3

月浜通りの空間
線量蚕の分布は
どうなりますか？

OneSelf→黒ペン

Pair　　→赤ペン

Group→青ペン

AIl　→ラミネートシート



－1 

l喜喜岩） 

l放射線カウンターPipjt辺 

⊂ ������� ��土表＝データ記入■ 妻＝如≒宇 ＿＿■宅L 

射線豊の高い土壌 放 仁※打法．．し－ ������� 
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10

●ぞ8．番踊吻ア
●劇虚妄の鱒だどのくさn彪〝

創げせククム劇膠クでい卓のア

●そねβや磨．二二‾‾二二

のデ
ータの変形善感紬で診ようJ

南相馬市体内C＄137推移再検査大人 

図4－2　セシウム137再検査グラフ（大人　n＝31） 
セシウム137検出tが1回目検査で地 

3500　㌫芸讐慧設監禁芸琵：叫／喝の大人は・榊蜘 叫如㌔∞　禁慧芸蓄詳法認慧認諾諾品諾欝 

＼■　十二日録射 1000‾ 500 検出限界 

○ 鮎脚品慈恵まi川表去十！阜＿＿＿＿㍉や＿ヰ＿恵■嘉， 

下は125Bqと表示しています。　　　　　　　　　　再檎壬までの日数 



放射線による診酢針鼠の損傷
徽　｛

†草 放射線＼こ

打続華の芸
鵬垂直．十

二十諾浣

出JUいま知りたいからだと仙10改薫

匝閲魔⑳傷の修復を高めるために 　　　　　　　　lて71コIqフ 

生活の中で伸を守るために 
1雲『トr 

免薇力を高める 
1　】 � てここ＼／7 

州ランス¢農耕食事 

十釘稔睡『回 �■哀 

巨慕素っ三　　　　　　戸 �窓恕運動 

侶



rきずなスクエア」のモデルイメージ　全体構造 

く事サトワークtシター＞ ニー■：－；リー－．」鮒　－r・一一　　r三一・、・㌧・▼ ��● 

二・　＿　　　・一ゝ　　←：＝　＝・　けr　■　　′　　　　　　　　　　一一・．■　1 

癖／（二島撃毒 � 
芸基　　　　ヒ垂ヨ �●●● ●●●C ●●⊂＝＝ ●くつどこ）㊧ ⊂＝＝）鬱⑩ 二・●● ●● 

主祭 
とし ＿∴宇野 ＋十 F亨 一一■■＿す・ 

触プラザ 
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「きずなスクエア」のモデルイメージ

rきずなスクエアJの主な構成

各自治体の状況に応じて、必要なものを選定

＜瀾定穐讐＞　　　　　　くスタヮフ＞

rきずなスクエアJの施設は、保健センター、公民館、学校、

企業など、人々が集まる事前の一角を利用する。

くrきずなスクエアJとは＞
「きずなスクエア（地梱センター　UO）」では、実欝の

放射線鳶定などを逢じ、地域の専門幸が子どもや地域住
民に、「実用的な放射線文化（＝放射線に良する知抜を
日鸞生活に役立てるとともに心のケアを亙ること）」を広

める芽動を行う．
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科学的に探究する撒射線教育 
①福島原発事故の影響→身の回り軌 

環境の変化→慮へい姻診 

②観窮・異常による探究意欲の向上 

→臓によ窃秦野鮎 
・働瓢′虐題材顔穿 

③生徒が主役の放射線授業→居皆ク 
腰玖ムゲ→リスクコ毒ユニケーシヨン 

◇　二‾三億卦絹昭瑚啓輔弼ヨ正正㌍＿∴】 

13

（互）卿脚ナ紆
余タだクスク倣虞撼
虐痔蓉皆麒穿播→威かチタ
＠クスク裁会甜ぎ合さ戯
→チビ¢鯛・点
＠クスク厳紺碧倉タ．オ善
好・劇穿→よ餅よれ素宥

事操りのrリスクコ竜ユニケーシヨンJ 
（3）8版　　　　2013年（平成H年）4月10日（水曜日）　　　確 

手探りの「リスコミ」＝二一二一一一一一一 

クる民んる実年つの貞目線とに年賦興ケ川■六も 　ク■ 廓てかり大遷得 とも」込学昨じし 連大一「ん院年てヽ 　24■ 　人類で初めて放 




